
第３２回 市川市行徳臨海部まちづくり懇談会 

 

日時 平成２４年３月２８日（水）   

１８：３０～２０：００  

  会場 行徳文化ホールＩ＆Ｉ 大会議室 

 

 

次   第 

 

１．開 会 

   

   

２．報 告 

 

（１）行徳臨海部の課題に係る最近の状況について 

   ア）主な経緯と今後の予定について             資料－１ 

   イ）漁場改良事業について                        資料－２ 

   ウ）地域コミュニティゾーン整備事業について        資料－３ 

エ）東浜１丁目地先の人工海浜等について            資料－４ 

   オ）県事業の状況（塩浜１，２丁目護岸整備）について    資料－５ 

   カ）東北地方太平洋沖地震の被害の復旧状況について     資料－６ 

 

 

 ３．その他 

 

 

 

４．閉 会 
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自
治
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歌 代 素 克 南行徳地区自治会連合会 会長 ○ 

市

民

団

体 

佐 野 郷 美 市川緑の市民フォーラム 事務局長 ○ 

安 達 宏 之 特定非営利活動法人 三番瀬環境市民センター 広報 ○ 

丹 藤   翠 行徳まちづくりの会 代表 ○ 

東  良  一 特定非営利活動法人 行徳野鳥観察舎友の会 理事長 ○ 

漁

組 
中 島 健 藏 市川市行徳漁業協同組合 専務理事 ○ 

及 川 七之助 南行徳漁業協同組合 専務理事 ○ 
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業
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佐々木 洋 晁 市川市塩浜協議会 まちづくり委員会 事務局長 ○ 
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○ 

土 屋 光 博 市川市 副市長 ○ 

市
民 

川 口   勲 市川市民 ○ 

                  （敬称略） 



ア）主な経緯と今後の予定について 

 

主な経緯（H23.6.10 以降） 
                                  平成２４年３月２８日 

年 月 日 内      容 

平成２３年  

７月 ６日 「県・４市との連絡会議」開催（千葉県） 

 ７月２２日 「市川海岸塩浜地区護岸整備委員会」開催（千葉県） 

 ８月 ４日 「三番瀬専門家会議」開催（千葉県） 

１０月３１日 「県・４市との連絡会議」開催（千葉県） 

１１月１３日  「三番瀬ミーティング」開催（千葉県） 

１１月２２日 「市川海岸塩浜地区護岸整備委員会」開催（千葉県） 

平成２４年  

１月２６日 「市川海岸塩浜地区護岸整備委員会」開催（千葉県） 

 ２月 ７日 「三番瀬漁場再生事業連絡協議会」開催（千葉県） 

 ３月２２日 「三番瀬専門家会議」開催（千葉県） 

 

 

今後の予定 

 

年 月 日 内      容 

開催日未定 「県・４市との連絡会議」開催（千葉県） 

開催日未定 「三番瀬専門家会議」開催（千葉県） 

開催日未定 「三番瀬ミーティング」開催（千葉県） 

開催日未定 「市川海岸塩浜地区護岸整備委員会」開催（千葉県） 

開催日未定 「三番瀬漁場再生事業連絡協議会」開催（千葉県） 

 

資料 １ 





      平成 23 年度 漁場改良事業 施工状況写真    資料 ２－２ 

  

事業中 （平成 23 年 6 月 22 日） 

 
 

事業後 （平成 23 年 7 月 15 日） 

 







 

護 岸 約 430m 

突 堤 

約 350m 

突 堤

約 350m 

基本合意範囲  

  

 

人工海浜 

人工干潟 

人工海浜 

西側突堤 

東側突堤 

斜路 

※突堤の災害復旧については、企業庁が H24 年度に実施 

エ）東浜１丁目地先の人工海浜等について 資料 ４ 
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オ）県事業の状況（塩浜１丁目護岸整備）について
資料 ５－１
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【三番瀬・基本計画】

全体事業量　　　　　L=１，７００ｍ（塩浜２丁目・３丁目）
優先整備目標　　　 L=　　９００ｍ（塩浜２丁目）

＜護岸の整備＞

＜モニタリング調査＞

＜順応的管理＞

完成部分　　（50m区間階段式護岸）

事　業　名 事　　業　　内　　容

改修中護岸状況

護  岸  改  修  標  準  横  断  図

　海岸保全区域に指定した塩浜２丁目・３丁目地先の護岸
については、安全性の確保を図るとともに海と陸との自然な
連続性を取り戻すため、生態系にも配慮した高潮防護の護
岸改修を進めます。

海岸高潮対策事業（市川海岸）概要

　モニタリング調査結果・他の事例など様々な情報を基に、
護岸構造を評価・再検討し、より良い工夫を施して行くことと
した「順応的管理」により実施します。

海岸高潮対策事業

（施工途中状況）

　当面、老朽化が著しい２丁目地先のうち、約９００ｍ区間を
先行させ、平成２５年度の完成を目指します。
　なお、残る区間については、優先整備目標区間の完成
後、遅滞なく着手するよう努めます。

　護岸改修と平行し、生物等のモニタリング調査を実施し、
護岸改修に伴う自然環境への影響を評価します。

現在の三番瀬は、海と陸との変化に富む自然なつながりが護岸によって断ち
切られています。また、直立護岸の一部には、鋼矢板の腐食、老朽化、高さの
低下が認められます。

このことから、海と陸との自然な連続性を徐々に取り戻し、人々と三番瀬との
ふれあいを確保していくことが重要です。また、安全性が保たれていない護岸
については、必要な安全性を早急に確保することが必要です。

そのため、安全性が保たれていない護岸については、安全かつ生態系に配
慮した護岸改修を早期に進めるとともに、護岸の海側及び陸側における自然
再生への取組の検討、親水スポット等の整備により海と陸との連続性の回復を
目指します。

被覆石

海側H鋼杭↓
↓捨石

↓陸側H鋼杭
↓土留鋼矢板

オ）県事業の状況（塩浜２丁目護岸整備）について 資料 ５－２



箇 所 図

改修前護岸状況(１) (改修前前傾) 改修前護岸状況(２) (護岸の老朽化情報)

ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ 50ｍ

鋼矢板倒壊防止の捨石は完了済被覆石 240m 被覆石 被覆石
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カ）東北地方太平洋沖地震の被害の復旧状況について 資料 ６－１ 



 
 
 
 
 

        

[参考] 前回資料 

東北地方太平洋沖地震の被災状況について 
資料 ６－２ 


